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元気なまち　住んで良かった
　住み続けたいまち北広島

北
きたひろしま

広島市長（北海道）　上
うえ

野
の

正
まさ

三
み

Masami Ueno

示
さ
れ
て
い
る
児
童
・
生
徒
や
市
民
サ
ー
ク
ル

の
作
品
発
表
を
観
賞
し
、
駅
を
起
点
と
す
る
特

別
天
然
記
念
物
野
幌
原
始
林
へ
と
続
く
エ
ル

フ
ィ
ン
ロ
ー
ド
に
進
み
、
約
20
分
で
市
役
所
に

到
着
で
す
。
春
に
は
こ
ぶ
し
や
桜
が
香
り
、
初

夏
に
は
つ
つ
じ
が
咲
き
、
新
緑
の
間
を
爽
や
か

な
風
が
吹
き
、
短
い
夏
の
後
、
秋
の
紅
葉
を
迎

え
、
や
が
て
雪
虫
が
舞
い
、
季
節
は
長
い
冬
へ

と
移
ろ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
自
然
の
中
を
歩
く

こ
と
が
、
私
の
一
つ
の
健
康
法
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
得
ら
れ
る
心
と
体
の
健
康
が
私
の
宝
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
歩
く
こ
と
は
、
健
康
を
維
持
す
る
の

と
同
時
に
、
趣
味
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

へ
の
準
備
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
年
は
１
月

３
日
か
ら
本
格

的
な
練
習
を
開

始
し
、
２
月
末

の
「
湧
別
原
野
オ

ホ
ー
ツ
ク
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
大
会
」
70
㎞

コ
ー
ス
に
挑
み
、

完
走
を
目
指
し

ま
す
。

　

若
い
こ
ろ
は
、

野
球
一
筋
の
青

春
で
し
た
が
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
出
会
っ
て
か
ら

は
、
厳
し
い
北
海
道
の
自
然
に
立
ち
向
か
う
醍だ
い

醐ご

味み

に
魅
了
さ
れ
、
雪
国
に
生
ま
れ
た
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
競
技
が
私
の
一
番

の
趣
味
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
競
技
を
通
し
て
、
健
康
と
多
く
の
仲
間

を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

古
き（
歴
史
）を
学
び
　
未
来
を
望
む

　

４
月
か
ら
は
、
新
た
な
「
北
広
島
市
総
合
計

画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

最
初
の
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
が
、

昭
和
45
年
。
私
の
公
務
員
生
活
と
一
緒
に
歩
み

だ
し
た
総
合
計
画
も
、
第
５
次
と
な
り
、
今
回

定
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
は
、
そ
の
時
々

に
お
い
て
将
来
の
都
市
像
の
と
ら
え
方
の
差
は

あ
る
も
の
の
、「
自
然
や
緑
の
中
で
、
い
き
い

き
と
生
活
す
る
人
々
と
躍
動
す
る
産
業
が
あ
る

ま
ち
、
そ
の
よ
う
な
豊
か
な
都
市
」
を
目
指
す

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
考
え
、
最
初
の
総
合

計
画
を
策
定
し
て
以
来
一
貫
し
て
継
承
し
て
き

た
「
自
然
と
創
造
の
調
和
し
た
豊
か
な
都
市
」
を

継
承
し
ま
し
た
。
目
指
す
都
市
像
と
し
て
、「
希

望
都
市
」「
交
流
都
市
」「
成
長
都
市
」
の
３
つ
を

掲
げ
、
着
実
に
成
長
を
続
け
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

　

明
治
４
年
、
北
広
島
市
島
松
に
移
住
し
た
中

山
久
蔵
は
、
米
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。
当
時
は

冷
涼
な
気
候
の
た
め
米
作
り
は
道
南
の
温
暖
な

地
域
以
外
、
不
可
能
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

風
呂
の
お
湯
を
田
に
流
す
な
ど
し
て
、
明
治
6

年
、
米
作
り
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
の
種
も
み

を
無
償
で
配
り
、
全
道
各
地
に
米
作
り
が
広
が

り
、
北
海
道
が
大
稲
作
地
帯
に
な
る
基
礎
を
築

き
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
10
年
、
札
幌
農
学
校

（
現
北
海
道
大
学
）
に
初
代
教
頭
と
し
て
着
任
し

て
い
た
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
帰
国
す
る
際
、
現
在

の
旧
島
松
駅
逓
所
に
お
い
て
、
見
送
り
に
き
た

学
生
達
に「
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

（
青
年
よ
大
志
を
い
だ
け
）」の
言
葉
を
残
し
、
今

も
そ
の
精
神
は
北
海
道
民
に
、
そ
し
て
北
広
島

市
民
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

私
も
先
人
の
方
々
の
志
や
労
苦
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
緑
豊
か
な
風
土
を
大
切
に
守
り
、
い
っ

そ
う
快
適
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
築
き
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継

い
で
ま
い
り
ま
す
。

自
然
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
住
み

　

北
海
道
外
の
地
を
訪
れ
、
初
め
て
お
会
い
す

る
方
に
は
、「
北
海
道
の
北
広
島
市
か
ら
来
ま
し

た
」と
北
海
道
を
強
調
し
、
名
刺
に
北
海
道
を
入

れ
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

北
広
島
市
を
広
島
県
に
あ
る
都
市
と
間
違
わ
れ

る
方
が
多
い
か
ら
で
す
。

　

私
が
住
む
北
海
道
北
広
島
市
は
、
明
治
17
年

に
広
島
県
人
の
和
田
郁
次
郎
ら
25
戸
１
０
３
人

が
、
一
村
形
成
を
目
指
し
原
始
の
森
に
開
拓
の

鍬
を
入
れ
、
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。 

広

島
県
人
が
開
拓
し
た
こ
と
が
市
名
の
由
来
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
も
広
島
県
と
の
交
流
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
東
広
島
市
と
は
姉
妹
都
市
交
流

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
ゴ
ル
フ
場
が
８
カ
所
２
５
２
ホ
ー

ル
あ
り
、
ゴ
ル
フ
銀
座
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
を
愛
好
す
る
方
に
は
、
女
子
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ツ
ア
ー
の
「
明
治
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
カ
ッ
プ
」、

男
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
の
「
Ａ
Ｎ
Ａ
オ
ー
プ

ン
」の
開
催
地
と
し
て
ピ
ン
と
く
る
方
が
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

１
９
０
万
都
市
、
札
幌
市
の
南
東
部
に
隣
接

し
、
Ｊ
Ｒ
で
は
札
幌
か
ら
16
分
、
新
千
歳
空
港

か
ら
20
分
、
面
積
約
１
２
０
㎢
の
本
市
は
、
豊

か
な
緑
の
環
境
、
ゆ
と
り
の
土
地
空
間
、
整
備

さ
れ
た
交
通
網
な
ど
、
自
然
と
都
市
機
能
が
調

和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
充
実
し
た
生

活
環
境
が
市
民
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

公
園
や
森
林
な
ど
の
緑
地
面
積
は
７
９
９
３
ha

で
、
全
市
面
積
の
約
67
％
を
占
め
、
1
人
当
た

り
の
公
園
・
緑
地
面
積
は
道
内
市
町
村
の
中
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
市
街
地
ま
で
多
彩

な
緑
が
み
ら
れ
ま
す
。
森
林
の
中
に
整
備
さ
れ

た
札
幌
恵
庭
自
転
車
道
線
「
エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー

ド
」や
輪
厚
川
、
千
歳
川
な
ど
を
中
心
と
し
た
親

水
機
能
の
整
備
に
よ
り
、
市
民
を
は
じ
め
近
隣

住
民
か
ら
も
広
域
的
に
親
し
ま
れ
る
な
ど
、
身

近
に
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
場
所
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。

健
康
が
一
番
の
宝

　

私
が
当
時
の
広
島
町
役
場
に
入
庁
し
た
の

が
、
昭
和
45
年
で
す
。
入
っ
た
当
時
の
人
口
は
、

９
０
０
０
人
台
で
、
ま
だ
純
農
村
の
雰
囲
気
を

色
濃
く
残
す
町
で
し
た
が
、
入
庁
し
た
年
か
ら

始
ま
っ
た
面
積
４
４
０
ha
、
戸
数
約
８
０
０
０
戸
、

３
万
１
０
０
０
人
が
住
む
計
画
の
「
北
広
島
団

地
」造
成
や
工
業
団
地
の
開
発
な
ど
に
よ
り
人
口

が
急
増
し
、
平
成
８
年
に
は
北
海
道
で
33
番
目

の
市
と
な
り
、
現
在
人
口
は
約
６
万
１
千
人
を

数
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
緑
豊
か
な
「
北
広
島
団
地
」
に
昭
和
50
年

に
居
を
構
え
、
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
ま
で
の
距
離
、
約
２
㎞
を
、
今
も
で

き
る
限
り
徒
歩
通
勤
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
自

宅
を
出
ま
す
と
公
園
が
広
が
り
、
北
広
島
団
地

内
を
周
回
す
る
延
長
５
㎞
の
歩
行
者
・
自
転
車

道
路
「
ト
リ
ム
コ
ー
ス
」
が
Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。
駅
の
東
西
エ
リ
ア
を
結
ぶ
橋

上
の
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
交
流
広
場
で
は
、
展

姉妹都市東広島市との交流（左 筆者　右 東広島市 藏田市長）
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